
 

 

 

 

栃木中央小学校「校外学習ボランティア」 

  

 

 

 

 

 

 

栃木第三小学校「子供例幣使行列」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木第五小学校「臨床美術士・心理士による図工授業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域と共にある学校づくりの推進

「とちぎ未来アシストネット」は、学校・家庭・地域が一体となり、地域ぐるみで子どもたちの“生

きる力”を育み、より良い地域づくりにつなげるための栃木市独自の教育システムです。 

　今年度の栃木中央地域（栃木東中学校区、栃木西中学校区、栃木南中学校区）各小中学校の活動の

様子をご紹介します。

３年生では、総合的な学習の時間に、栃木市の特徴である蔵の街に

ついて調べています。中でも、栃木中央小は堀に囲まれた特徴的な学

校でもあり、毎年ネットワークとちぎの方々にお願いをして、県庁堀

の歴史等について説明をいただきながら、見学をしています。説明に

耳を傾けながら熱心にメモをとる様子が見られました。 

専門的な知識を持った方々からの説明により、子どもたちは興味・

関心を高めて学習に取り組むことが出来ました。

４年生が総合的な学習の時間で行う「子供例幣使行列」、今年で第８

回となり、衣装作成･修繕ボランティアの方々の御協力で衣装を整え実

施しています。さらに今年度は、例幣使の乗る「輿」を群馬県太田市よ

り借用し、今まで以上に見応えのある行列となりました。毎年御協力く

ださる「とちぎの例幣使街道を考える会」の皆様、地域の皆様の御支援

により、児童･地域にとって思い出深い活動となりました。 

地域の方々やボランティアの皆様の御協力により、毎年少しずつ、学

習活動・支援内容どちらもバージョンアップしています。

　今年度は、コロナ禍ではありますが、対応を講じつつ、様々なアシス

トネットの活動を行ってきました。地域の方や保護者の皆さんととも

に、児童を育てるという考えのもと、学習活動に参画いただきました。

算数の九九の授業では、児童の九九を聞いていただき、習熟度の確認や

個別の支援の充実を図ることができました。その他にも様々な活動に参

画いただき、学校教育を充実させることができました。 

　 

　臨床美術士・心理士の資格をもつ地域コーディネーターに、２年生の

図工の授業を指導していただきました。子どもたちの作品一つ一つに温

かい言葉をかけてくださり、子どもたちが生き生きと活動する姿が見ら

れました。また、夏休みには職員研修の講師として臨床美術について講

話をいただきました。 

　専門的な知識や技術をもった方にご指導いただくことで、児童の意欲

と技能の向上が見られました。また、職員研修では、図工の授業を見直

し、豊かに創り上げていく授業作りのヒントを得ることができました。

栃木第四小学校「算数の学習支援」　 



南小学校「南小お囃子クラブ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木東中学校「読み聞かせボランティア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栃木西中学校「あじさいまつり用手作りうちわ制作」 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

栃木南中学校「調理ボランティア」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたも学校でボランティアをしてみませんか　
地域の人たちが子どもたちの学びにボランティアなどで関わっていただくことで、子どもたちの学

びをより豊かにするとともに、地域のつながりを深めます。 

　ボランティアの内容は、「授業支援」「読み聞かせ」「学校行事への協力」「環境整備」など様々です。 

　ご協力いただける方は、栃木公民館までご連絡ください。地域と学校の橋渡し役を担っていただい

ております“地域コーディネーター”の方をご紹介します。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で、思うように活動できな

かった昨年のお囃子クラブ。今年度は、経験者に新しい仲間を加え、総

勢２９名の児童が参加しています。地域のお囃子指導ボランティアさん

にお世話になり、土曜日に２時間の練習を重ねてきました。初心者の多

いクラブですが、温かいご指導をいただいています。おかげで６曲もの

演奏ができるようになりました。 

　夏休みには、沼和田地区の夏祭りで演奏を披露できました。地域の方

とふれ合い、褒めていただけたことは子どもたちの喜びです。 

　毎年行っている読み聞かせボランティアによる読み聞かせ会を実施

しました。ここ２年間は朗読している様子をビデオで撮影したものを教

室で視聴する形でしたが、今年度は、直接、ボランティアの方に各教室

で読み聞かせをしていただくことができました。全クラスに一人ずつボ

ランティアの方をお招きし、映像では味わえない、迫力ある朗読を聞く

ことができました。 

生徒の感想からも「抑揚ある生の声で、臨場感があってよかった」等、

好評でした。学校・地域コーディネーターが知恵を出し合い、コロナ禍

でも可能な活動を推進することができました。

　本校では、例年、大平山のあじさいまつりに向けて、うちわを制作し、

そのうちわを配りながらまつりの案内をしていました。しかしながら、

例年通りのボランティアができない現状で、何かできないかと考え、う

ちわを栃木市観光交流館「蔵なび」に置いてもらい、観光に来られた方

に自由に持って行ってもらうようにしました。 

　うちわは３００枚程持って行ってもらうことができました。また、こ

のうちわの贈呈がきっかけで、大平山のあじさい剪定ボランティアにも

参加させてもらうことになり、ボランティア活動の幅が広がりました。

　本校では、家庭科の調理実習の時間に調理ボランティアとして、地域

の方に調理補助をお願いしています。食材の扱い方や処理の仕方のサポ

ート、ちょっとしたコツなど生徒の様子を見ながらアドバイスをしてい

ただいています。教員だけではなかなか目の届かないところを見ていた

だけているので、教員も生徒も安全に安心して活動することができまし

た。 

　ボランティアの方とのコミュニケーションをとる中で、調理に関する

新たな発見があったといった生徒の声が多かったです。 
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